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本研究は高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する情報呈示により，リスク認知や賛否等にどのような変

化がみられるのか検討することを目的に実施した．特に，専門家の間での議論が続いているという多義的な

情報を呈示することによる効果に着目した．本発表では，2019 年 12 月にインターネットを用いた質問紙実

験（N=1,000）の結果について報告する．またその際，多義性・曖昧さの捉え方といった個人特性等や呈示す

る情報への自由への脅威などについても考慮に入れた分析について報告する． 
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1. 問題・目的 

市民が行う科学技術に対するリスク認知においては，リスクに対する情報の質によってその判断の困難さ

が異なることが指摘されている（土田ら，2018）．特に不確実性や多義性を含むリスク情報は市民にとっての

判断が難しいとされる．これまで，土田ら（2019）によって個人特性としての曖昧さ耐性とリスク認知との

関連は調査によって明らかにされてきたが，実験的手法を用いた研究は見受けられない．そこで本研究では，

高レベル放射性廃棄物の地層処分を例として専門家の間で様々な意見があるという情報（多義的情報）を伝

えることが，市民のリスク認知にどのような影響を及ぼすのかを質問紙実験を用いて検討した．  

2. 実験結果 

2019 年 12 月 17 日（火）から 19 日（木）にかけて，インターネットを用いた質問紙実験を実施した．実

験の実施は外部の調査会社に委託し，日本国内に住む 16 歳から 86 歳までの男女 1000 名からの回答が得られ

た（平均年齢 47.64 歳（SD=13.24））．実験は被験者間要因で多義性情報呈示群（N=500）と非呈示群（N=500）

の 2 群を配置した．質問項目はリスク認知（危険性認知と安全性認知），主観的・客観的知識量，関心，賛否

（総論と各論）等から構成されており，一部の項目については情報呈示前後に同様の質問を行なって情報呈

示の効果を確認した．なお個人特性としての曖昧さ耐性は西村（2007）の曖昧さへの態度尺度を用いた． 

3. 結果 

多義性情報の呈示の有無によるリスク認知への直接の影響は確認されなかった．一方，個人特性としての

曖昧さへの耐性の違いによって，多義性情報を呈示することによるリスク認知への効果が異なることが明ら

かになった．今後は実験結果の適用可能性について検討するとともに，呈示する多義性情報についてさらな

る検討が必要である． 
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